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お知らせ

藤岡若鳶会
新春はしご乗り

日時 １月１４日（祝）

午前９時３０分

場所 西蓮寺境内

朝
に
礼
拝
、
夕
べ
に
感
謝
。

昼
は
教
え
に
励
ま
さ
れ
。

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
、
当
山
の
護
持
発
展
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

念
仏
を
申
す
日
暮
ら
し
は
、
い
つ
も
阿
弥
陀
様
と
共
に
歩

む
日
暮
ら
し
で
す
。

う
れ
し
い
と
き
も
、
悲
し
い
と
き
も
、
ウ
キ
ウ
キ
す
る
と

き
も
、
落
ち
込
ん
で
い
る
と
き
も
、
ど
ん
な
時
も
阿
弥
陀
様

は
、
あ
な
た
を
離
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
う
れ
し
い
と

き
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
る
と
、
う
れ
し
さ
が
二
倍

と
な
り
、
悲
し
く
つ
ら
い
と
き
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え

る
と
、
悲
し
み
つ
ら
さ
が
半
分
に
な
る
。
不
思
議
で
す
ね
。

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
い
わ
れ
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

阿
弥
陀
様
の
お
話

ほ
の
ぼ
の
法
話
会

日
時

一
月
二
十
二
日(

火)

午
後
三
時
か
ら
五
時

講
師

桶
川
市

正
蓮
寺

藤
尾
流
恵
師

申
し
込
み
は
、
い
り
ま
せ
ん
。

は
じ
め
て
の
方
も
普
段
着
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

『門信徒参拝駐車場』ができました。
場 所 西蓮寺山門東隣

ご利用 門信徒皆様の法事、お墓参り、法話会、法要、勉強

会等にご利用下さい。

＊駐車場への出入りには、十分ご注意下さい。

なお、駐車場内の事故等については、当山は責任を負いませ

んので、ご了承下さい。
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平成３１年（２０１９年） 西蓮寺年間行事日程

日 時 行 事

１日（祝）１０：００ 元旦会

４日・５日（金・土） 御年始（4日市内、5日鬼石・新町等）
１ １０日（木）１５：００ 『本願寺カレンダー 今月の言葉を味わう』 住 職

月 １４日（祝） ９：３０ 若鳶会新春梯子乗り（境内）

２２日（火）１５：００ ほのぼの法話会 講 師 蓮正寺 藤尾流恵師

１８：００ 西蓮寺新年会（親和会、仏壮、仏婦、太子講）

２
１１日（祝）１５：００ 『今月の言葉を味わう』 住 職

月
１７～１８日（日・月） 仏教壮年会結成記念日研修会（石和温泉）

２２日（金）１３：３０ ほのぼの法話会 住 職

１日（金） 教区仏婦１日研修会（築地本願寺）

９日（土） ９：００ 子供のつどい（卒業式）

１５：００ 『今月の言葉を味わう』 住 職

３ １０日（日）１６：００ 仏教壮年会第４回例会、懇親会

月 １８日（月） 新町彼岸参り

２２日（金）１３：３０ 春季彼岸会法要 講 師 称名寺 横内教順師

２３日（土） 鬼石彼岸参り

２５日（月） 清凉会ゴルフコンペ（伊香保ＧＣ岡崎城）

１０日（水）１５：００ 『今月の言葉を味わう』 住 職
４
２２日（月）１３：３０ ほのぼの法話会 住 職

月
中 旬 太子講春季法要

１０日（金）１５：００ 『今月の言葉を味わう』 住 職
５
２２日（水）１３：００ 永代経法要 講 師 教専寺 福間義朝師

月
仏教壮年会総会、仏教婦人会総会

６
１０日（月）１５：００ 『今月の言葉を味わう』 住 職

月
２２日（土）１３：３０ ほのぼの法話会 住 職

日時未定 清凉会ゴルフコンペ

１０日（水）１５：００ 『今月の言葉を味わう』 住 職
７
１２～１６日（金～火） 埼玉、東京、神奈川、千葉お盆参り

月
２２日（月）１３：３０ 盂蘭盆会法要 講 師 真宗寺 柏倉学法師

＊仏教壮年会、仏教婦人会の予定は、毎月の「西蓮寺だより」にてお知らせします。

本堂浄財義援金５７，９００円（本年８月～１２月）を赤十字を通して、北海道胆

振東部地震で大きな被害を出された厚真町に送付しました。御礼、申し上げます。
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この度、「なもあみだぶ

つ」のお念仏を広めるため

に『ナマンダーズ』という

音楽グループを結成しまし

た。私は歌を担当していま

す。作詞

作曲も少

し。

CDがで

きました

ら、また

皆様に報告いたします〜〜

今野沙恵子

（旧姓 艸香）

「本願寺カレンダー 今月の言葉を味わう」
毎月１０日 午後３時から５時まで

第１回 平成３１年１月１０日（木）

申し込みは、必要ありません。いつでも、自由に。

上 旬 子供のつどい（オテランド）

８ お休み 『今月の言葉を味わう』 住 職

月 １３～１６日（火～金） 盂蘭盆会

２２日（木）１３：３０ ほのぼの法話会（ビデオ法話）

１０日（火）１５：００ 『今月の言葉を味わう』 住 職

２０日（金） 新町彼岸参り９
２２日（日）１３：３０ 彼岸会法要 講 師 蓮照寺 松岡満優師月
２４日（火） 鬼石彼岸参り

１０日（木）１５：００ 『今月の言葉を味わう』 住 職
10
２２日（火）１３：３０ ほのぼの法話会 住 職

月
下 旬 太子講秋季法要

１０日（日）１５：００ 『今月の言葉を味わう』 住 職
11

お休み ほのぼの法話会
月
２７・２８日（水・木） 報恩講法要 講 師 福泉寺 小笠原博慧師

７日（土） ９：００ 子供のつどい（成道会）

12 １０日（火）１５：００ 『今月の言葉を味わう』 住 職

月 ２２日（日）１５：００ ほのぼの法話会 住 職

１８：００ 忘年会（親和会、仏壮・仏婦会員）

３１日（火）２３：３０ 除夜会

＊日程は変更になることもありますので、毎月の「西蓮寺だより」でご確認下さい。

ナマンダ－ズ

平成３１年 年回表
回 忌 亡くなった年
１周忌 平成３０年（20１８年）
３回忌 平成２９年（20１７年）
７回忌 平成２５年（20１３年）

１３回忌 平成１９年（20０７年）
１７回忌 平成１５年（20０３年）
２３回忌 平成 ９年（19９７年）
２７回忌 平成 ５年（19９３年）
３３回忌 昭和６２年（19８７年）
５０回忌 昭和４５年（19７０年）



総代、世話人、太子講、仏壮、仏婦の皆様へ
西蓮寺新年会のご案内

日時 １月２２日（火）午後６時～ 場所 富久寿司
会費 ３５００円
＊１月１７日までに、電話にてご連絡下さい。

皆さん、初めまして！
衆徒 國分加奈
しゆ と こくぶん か な

この度、大きなご縁を頂きまして、西蓮寺の衆徒となりました國分加奈です。

今年の１０月、本山にて得度式を受けさせて頂き、ピカピカの僧侶１年生となり

ました。ようやくスタートラインに立たせて頂いたところです。皆さんにお育て

頂けますよう、宜しくお願い致します。

さて「私がどうして僧侶になったか？」は、いつかまた機会があれば、お話し

させて頂くとして、得度式までの習礼所での１１日間の生活は、精神的にも肉体

的にも大変厳しいものでした。自分というものを深く見つめ、出来ない自分とし

っかり向き合う日々。何度も心が折れました。何とか最終日まで頑張れたのは、

同じ志を持つ仲間達に支えられたおかげだと思っています。そんな中で、何度も

思った事。それは「自分は、どういう僧侶になりたいのか？」という事でした。

私の元々の宗派は浄土宗で、今までお寺とは無縁に生きてきました。でも、私は

今ここにいるという事。僧侶として歩む道を選ばせて頂いた理由は、自分の意思

とはどこかかけ離れたお導きによるものだと思っています。そう考えると「自分

は、どういう僧侶になりたいのか？」という問いに、いつも心に浮かぶ言葉があ

りました。それは「和顔愛語（わげんあいご）」です。これは、浄土真宗聖典（註

釈版）の仏説無量寿経の中で確認することができ、穏やかな顔で優しい言葉を話

すという意味です。何も出来ない私にとって、この言葉とともに歩ませて頂く日

日が一番私らしく、そして僧侶としての第一歩なのではないかと思ったのです。

実はこの「和顔愛語（わげんあいご）」の言葉には続きがあります。それは「先

意承問（せんいじょうもん）」というのがあとにきます。これは、相手の気持ち

を先に組んで、その要求を満たしてあげなさいという意味です。ここまでくると

なかなか僧侶１年生の私には、高い壁となって参ります。

でもどうでしょう。穏やかな顔で優しい言葉を話すという意味の「和顔愛語（わ

げんあいご）」であれば、出来そうな気になりませんか？私たちの生活は、時間

に追われる忙しい毎日。そんな忙しい毎日では、どうしても物事を自分中心に考

えがちです。でもそんな私たちだからこそ心のどこか片隅に、ふっとこの「和顔

愛語（わげんあいご）」という言葉が浮かび、行動することが出来たら・・・。

少しだけ私たちの周りに、優しい風がそよぐように思うのです。そしてその優し

い風がそよぐ先には、柔らかなぬくもりが生まれるはずです。まずは今、これを

読んで下さった皆さんと一緒に、ここ西蓮寺から優しい風を起こし、柔らかなぬ

くもりを届けて参りましょう。


